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旧
笠
山
竹

林
寺
所
説

ヨ玄
l=l

薩

立

地

蔵

昭
和
幼
年
度
中
に
行
っ
た
仏
像
納
入
文
A
り
調
査
研
究
の
う
ち 、
奈
良
県
桜
井

市
大
字
笠
（
旧
式
上
勝
上
郷
村
大
字
笠）
に
あ
る
旧
笠
山
竹
林
寺
所
蔵〈
現
在
村
管
理）

の
地
蔵
菩
薩
立
像
は
作
域
も
卓
れ 、
ま
た
像
内
に
五
点
の
納
入
文
占
を
奉
節
す
る

像
で 、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
像
の
性
絡
の一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
概
略
を

紹
介
す
る 。

（
荘
l
｝

ま
ず 、
像
は
像
高
2
尺
7
寸
3
分
の
木
造
彩
色
像
で 、
比
較
的
落
ち
つ
き
の
あ

る
秀
で
た
顔
や
倣
綻
の
な
い
衣
紋
の
彫
り
の
調
子
に
は 、
こ
れ
が
ほ
x
鎌
倉
中
則

頃
の
作
風
を
示
す
こ
と
が
知
れ
る 。
構
造
は
彫
限
に
も
か
か
わ
ら
ず
頭
部
を
耳
の 像

主一〈

術

工

せ士
= 

研

.,t, 
71, 

12 

F』

主

前
後
に
て
矧
ぎ 、
こ
れ
を
胸
飾
り
辺
に
て
紘
部
に
矧
ぎ
つ
け
る 。
ま
た
本
淋
は
大

き
く
前
後
に
矧
ぐ
ほ
か 、
別
に
背
面
上
半
身
で
府
円
形
の
矧
ぎ
つ
け
を
施
す 。
さ

ら
に
左
右
両一
周一
を
別
に
矧
ぐ 。
彩
色
は
後
補
で
あ
る
が 、
後
記
の
納
入
文
乃
に
よ

っ
て
も
知
れ
る
通
り 、
こ
れ
は
延
宝
年
間
の
修
理
の
際
に
施
さ
れ
た
も
の
と
み
ら

れ
る 。
こ
れ
ら
は
組
雑
で
ま
た
波
厚
な
た
め
当
初
の
彩
色
は
殆
ど
認
め
難
い 。
欠

損
部
分
は
右
手
第
二 、
三 、

五
指
を
各
々
第
二
凶
節
部
分
か
ら 、

ま
た
左
手
第

二 、
三 、
四 、
五
指
を
第
て
第
二
凶
節
で
欠
く
ほ
か 、
両
足
先
も
矧
ぎ
め
で
離

脱
し 、
う
ち
左
足
先
端
部
分
を
欠
い
て
い
る 。

持
物
の
宝
珠
は
欠
失 、

ま
た

光

背 、
台
座
は
後
補
で
あ
る 。

次
に
納
入
文代い
は
頭
部
内
に
奉
寵
さ
れ
て
い
た
も
の
で 、
現
存
す
る
も
の
は
次

の
五
点
で
あ
る 。

一
、

結
縁
交
名
（
そ
の一
）

紙
本
塁
？

（
表日
川氏）

竹林寺地政菩薩立｛匁

学
英

党
遍

首，i 1図

有
忍」

豊
幸

J.l
1瓦

宣噂範
鹿 ヲ手三

長
進

良一
通

信 章
j白L俊

親
dし、

市立志

おt
一
尺
六
分

有
2字

厳真
克普

宴
信

良
玄

尭
］�｛ 

l,\{l光
春闘

おt横
名
門

識
別｜

腔
口

路
間叩い

三
寸
三
分

長
口

掌
信

盟
福

尋
賢

応
舜

範
恩

彦
栄

俊
l日

明
円

相手
長

弁－

t議

議
鏡

良
金事

降
金

仁
実



円

究

実

専

口
厳

善
心
、

氷
豪

円

包
1

願
酉」

鹿
児

明
舜

孝
舜

腔
俊

永
俊

（

押
カ
）

宗
俊

口
町民

良
玄

叩叫
成

教
弁

尼
阿
妙

（

舜
カ
）

重
口

尼
正
知泊

施
円

普
男

諸
阿
弥
陥
仏

（

弘
カ
）

点

引

普
門

貞円1Ti.
玄座禅

（

心

力
）

、
氷
口米

阿

良西

遍阿

)I阪
弁

）韮
妙

西

妙

聖
虫I.I

二 、

結
縁
交
名
（
そ
の
二〉

一
一紙

紙
木
銭
古

縦

一

尺
凶
分

杭

三
寸
五
座

〈

m
カ

）

玄」
州

立
弘
、

氷
心

劫
迅

延
円

勝
口

口
円

信
口

朝
弘

口
尊」

（

附
カ
）

栄
淳

門
宗

教
表

明
訴

実
家

口
口

力

顕

政

方
」

教
学、、

聖
印
ミ

禅
忍
ミ

順
仙川

順
的

（

持
カ
｝

家
姉
子

源
氏

口
口」

得
阿

源
氏
女

藤
原
女

信
阿

口
阿

阿
弥
陶
仏

忍
阿

恵
注

妙
阿」

（

和
カ

）

聖
心

唯
真

願
阿

信
阿

呑
阿

延
蓮

生
蓮」

（

女
カ
）

藤
原
口

藤
原
女

二 、

結
縁
交
名
（
そ
の
三）

紙
本
総一
怨

縦

一

尺
六
分

寺紙
五

分

も�i

旧
笠
山
竹
林
寺
所
蔵
地
球
諮問
一際
立
像

,Ji、
奴

山
縁

英
口

（

永
カ
｝

口
春

tth
阿

有
忍

同
阿
弥
随
仏

（
以
上
表）

（
以
上
裂）

盛
口

玄
忍

口
口

1,l¥i 
俊

普
門

、
氷
川治

（
7

、
）

（

和

カ
｝

女
幡
踏

口

口
阿

口
阿

得
阿

源
氏

阿
弥
施
仏

〈

米
カ
V

本
仏一
初

先
心
ミ

心
地
主

口
阿

（

削円

カ
）

安
阿

弁
阿

瓦
口

口
阿

善
阿

前
阿

経
州

地仰
阿

信
阿

蓮
妙
房

辿
阿

見
阿

回
連一
加

問
念
ミ

四
阿

口
阿

酉
阿

西
阿

ゆ
阿

智
性一
勿」

木
阿

波
阿

大
阿

注
阿

経
阿

連
阿

勝
阿

其
阿

妙
法
扉

阿

道
阿

蓮
正一
民

尼
阿
弥
陥

恒
阿

連
阿

鋭
阿」

｛

阿

カ
）

妙
蓮

如
阿

信
阿

一
口

藤
原
姉
子

一
阿

父
阿

成
阿

成
阿

（

妙

カ
｝

口
阿

浄
阿

一
阿

浄
阿

御
阿

念
阿

延
命」

回
連一
男

述
阿

藤
原
中
子

専
阿

生
蓮一
民

諸
阿

西
念一
m

専
阿

（

姉
カ

｝

大
中
一位
仲
子

浄
忠一
周

普
阿

山川
治
姉
子

藤
原
口
子

藤
原
姉
子

藤

原
姉
子

弥
阿」

〈

仏
力
）
（

mM
カ
）

門
ょ

に

氏
】

金
運
日

口
口

藤
原
姉
子

論
阿

見
阿

藤
原一
子

繁
野
姉
子

｛

戊
カ

｝

（

気
力
〉
（

主

力
）

大
口
氏

善
阿

和
口
口
子

土
佐
権
守

宇
治
姉
子

藤
原
仲
子

笠

姉
子

大
阿

禍
仲
子」

生
阿

藤
原
姉
子

心
阿

信
阿

藤
原
氏

念
阿

蓮
阿

南
到
来
日

〈

得
力
）

口
阿

浄
速一
民

禅
妙
ミ

正
阿

勝
阿

尼
真
如

見
阿

観
阿」

（

出品
カ
）
（

獲
カ
｝

（

俊
カ
）

’

口

口
房

党
阿

尼
即
阿

狛
口
口

勢
阿

妙
阿

信
阿

口
阿」

西｛本
阿附

行ハ
阿

信
阿」

口
阿

四
阿

顕

阿
念
仏
ミ経

問 、

過
去
者
交
名

一
紙

紙
本
盛
包

縦

九
寸
五
分

横

八
寸
二
分

過
去
尼
仏
妙

過
去
成
誉

過
去
成
仁

過
去
普
縁

過
去
俊
兼

過
去
法
花

過
去
弘
詮

過
去
春
命

過
去
経
妙

過
去
尭
仁

尼
法
心

藤
原
氏

僧
成
俊

僧
範
成

春
女

長
寿

徳
寿

（

例町
｝

抱
石
丸

的
使
俊

法
界
衆
生

成
阿
弥
胞
仏

過
去
口
妙

13 
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但
馬
女

過
去
僧
善

過
去
色

過
去
宗
観

過
去
長
一舟

過
去
国
安

過
去
女

過
去
大
屋
軍士口

過
去
カ
イ
ト
ツ
カ

日
光

過
去
光
阿
弥
随
仏

僧
教
信

過
去
尊
信

過
去
永
尊

過
去
輿
賢

過
去
尭
弁

過
去
徳
阿
弥

過
去
万
光

過
去
万
歳

過
去
筒
成

（

作
カ
）

過
去
弥
助一
房

過
去
蓮
口
一房一

福
寿
女

過
去
仏
妙

過
去
唯一

過
去
忠

一成

父

譲

過
去
観
能

松
女

館
女

過
去
安寸
法
口

政
万

又
過
去

われず

偲
王

四
郎

過
去
ツ
ロ
シ
ヨ

延
命
女

僧
重
俊

自
然

的
弁
右

過
去
母

過
去
五
郎
昂

過
去
実
行

過
去
尊
願

過
去
尊
阿
弥

過
去
行
実

五 、

再
興
願
文

紙
本
選
出

尺一

号紙

Wi 

二

寸

七

分

縦

〔

八

カ
）
（

山肌
）

（
一
一

月

H
）

延
宝
口

町
年
口
口
六
日
仏
師
北
京
［川

〔

知

力
｝

大
仏
前
口
口
尉

奉
再
創刊
地
球
尊

笠
竹
林
寺
現
住
日
繁
之

i
h仏

次
肝
煎
ハ

－｛心
者
老
師
秀
繁一
間川
忌
追
普

l

京
室
町

口
宗
尊

山川
繁
由
緒
故

以
上
に

よ

っ
て
は
い
わ
ゆ

る

造
像
記

の

類
は
認
め
ら
れ
ず 、

し
た
が
っ
て
こ

の

像

の

造
立
時
期
を
は
じ
め
願
主 、

施
主
は
も
と

よ

り
作
者
や
造
立
立
図
に
つ
い
て

も
確
か
め
ら
れ
な

い

。

し
か
し 、

概
観
す

る

と
こ
ろ 、
こ
れ
ら
ω
包
名
に
及
ぶ
交

名
は
像

の

造
立
に
当
っ
て
関
係
し
た
い
わ
ゆ

る

結
縁
僧
俗

の

交
名
と
み
ら
れ 、
こ

14 

｛点）

結縁交名（そのl）竹林寺11� 2図
mi 

れ
ら

の

検
討
如
何
に

よ

っ
て
は
像

の

造
立
時
期
や
結
縁
者

の

性
絡
が
切
ら
か
と
な

る

可
能
性
が
あ

る

。

そ
こ
で 、
こ
れ
ま
で
に
概
略
検
討
し
た
交
名
者
を
示
す
と
以

下

の

よ

う
に
な

る

。

良'.fi'.0党有純

j扇皮i函I咋宗

学正 西 西 間

ii 
ブミ

z寺
’irl ャ

係
料
関資五申長

七一 ー一
� Ji 

五O 五六
J\. 

二九匁』二七五
＼「

怖円I
）別a買さl 百」；「

r目；

別次第吋
�
当I］夙

l

鈎lk
h寺
,\ 

. ff
茸

四
I

範二

尊厳 ？三韓産十
） 

ミ11

総訟
華

産

郷日
一斗一 氏政

同？ 地



ごを；l行延！｜似範j己教苔阪l円 lt 'I:立厳
正

忍円内弁円智弁円j)JI智心心究

威信発
心
房

過
去

叫品川

縁

西
大
寺
有
思
過
去
帳三江一

回
大
寺
有
思
過
去
帳三
円九

西
大
守
有
思
過
去
帳＝
τ九
六

授
菩
磁
波
弟
子
交
名

ー
ミar
z
iH凶
長
良三五
江

E4
ノd
Z4v
．
‘1
2
1
回

総｝！字

西
大
寺
有
思
過
去
似三五
六

学
正
記（
滋似二－一
二・一
八）

行
突
年
前
京
納ニ・一
・
下｝

綬
菩
磁
戒
弟
子
交
名

授

苔磁
戒
弟
子
交
名

西
大
オザ
四
国
目
録

（正
又一正・
九・
五）

一
大
仏

子普
門一

一

教
弁

一

一

E
E
町

一

己
E
叩
同

別
w
l

次
第三一

1－I
f

－

－
1
5

d
m
日
制一
般
的
正

範
円一小川
術
的
正
範
門

久子－一」

削
弁

A’
jr→
f
d

i
I

 

《可発
円心

It.

F
K

古
お

仏
師
必
門

延
｜工l

（
凶
的一
m
合
力
奉
加
帳〉

学
一化
記
（
時
円）

）！�： It,
19 ��

·L·、

こ
れ
に
よ
っ
て
は
も
と
よ
り
多
く
を
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
が 、
ハ門
興
福
寺
の

向
的
と
み
ら
れ
る
範
宗 、
党
一泊 、

胞
内
の
名
が
認
め
ら
れ
る
こ
と 、
同一
部
に
西

大
寺
叙
噂
と
関
係
を
も
っ
僧
が
含
ま
れ
る
こ
と
（
例 、
「
西
大
寺
有
恩
過
去
帳」
分）

同
同
じ
く
四
大
寺
叡
尊
の
建
長
前
後
頃
の
弟
子
僧
が
関
係
し
て
い
る
こ
と 、
さ
ら

に
興
味
深
い
の
は 、
帥
専
菌 、
詑
信
な
ど
数
名
の
僧
尼
が
揃
っ
て
仏
師
普
門
作
十

旧
笠
山
竹
林

寺所
蔵
地
球
菩
薩
立
像

〈

注2
）

〈

仲町

3
）

一
間
観立
H

立
像
（
東
京
風
倒
山地
所
政）
と
地
蔵
菩
薩
立
像
（
点
京
間刑
U
氏
政〉
の
結
縁

関
係
者
で
あ
る
こ
と
で
あ
る 。
い
ま 、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
像
の
制
作
時
則
を
求
め

る
と 、

良
遍
を
生
駒
上
入
信
願
と
み
る
な
ら
ば
建
長
凹
年
（一
二
五
二）

八
月
二

（
註
4
）

十
八
日
以
前
に
測
り 、
ま
た
普
縁
が
過
去
者
と
な
り
得
る
承
久
三
年
（一一一一一一一
）

以
降
に
限
定
さ
れ
る 。

ま
た
結
縁
者
の
性
絡
を
右
の
一
覧
に
よ
っ
て
み
る
な
ら

ば 、
こ
の
附
則
の
山内
福
寺
的
を
は
じ
め 、

凶
大
寺
淑

訴が
有
思
者
と
す
る
伯
（
多

く
は
山内
一悩
寺
的
か）
か
ら
．願
西 、
玄
忍
な
ど
奴
時
の
比
較
的
早
い
時
期
の
授
菩
薩
戒

者
に
及
ん
で
い
て 、
こ
れ
ら
に
は
い
わ
ば
興
福
寺
か
ら
西
大
寺
叡
噂
に
関
係
す
る

か
な
り
広
範
聞
な
結
縁
集
団
が
必
定
で
き
る 。
殊
に
帥
に
み
ら
れ
る
尊
民 、
立
信

な
ど
の
僧
尼
交
名
の
符
合
に
よ
っ
て
は 、
「
普
円」
を
仏
師
普
円
と
す
る
可
能
性

も
少
く
な
い 。
と
す
る
と 、
直
ち
に
本
像
の
作
者
を
普
円
に
比
定
で
き
な
い
に
し

ろ 、
少
く
と
も
こ
の
則
の
普
円
と
そ
の
結
縁
衆
僧
と
の
関
係
を
知
る一
資
料
と
な

り 、
ひ
い
て
は
聞
大
寺
叡
切
と
普
円
と
の
知
遇
凶
係
を
競
う
こ
と
も
で
き
る 。
こ

れ
ら
の
詳
細
は
今
後
の
検
討
に
侠
た
ね
ば
な
ら
な
い
が 、
い
ず
れ
に
し
ろ
興
味
深

い
資
料
と
い
え
よ
う 。

な
お 、
笠
山
竹
林
寺
は
古
く
は
良
弁
伝
説
を
伝
え
る
古
利
で
あ
る
が
沿
革
の
詳

細
は
わ
か
ら
な
い 。
し
か
し 、
中
世
以
降
は
西
大
寺
の
末
寺
と
し
て
維
新
の
廃
」寸

（
訓5
）

に
至
る
ま
で
法
灯
を
継
い
で
い
た 。
こ
L
に
上
記
の
納
入
文
川
を
も
っ
木
像
が
泣

る
こ
と
は
な
お
並
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ・乙
で
あ
る 。

（
長
谷
川

誠

）1（

一
証髪

際
日
ニ
尺
六
寸

玖
HK
四
寸
九
分

而
長一一一
寸
六
分

而
奥
三
寸
八
分

府
師
七
寸
七
分

将
張
八
寸
九
分

久
野

他
「
大
仏

側普
門
と
そ
の
作
品」
（

『美
術
研
究』
二
四
O
号〉

前
借
詰
伺
参
照

『
抑
制民
千
歳
伝
記』
に
よ
る
と
良
泌
の
残
年
は
建
長
四
年
八
月
二
十
八
日
と
あ
る ・

『
西
大
寺
末
寺
帳』
（
明
徳
二
年
九
月
二
十
八
日
出
改）

、
『
回
大
寺
集
会
引
付』

『
西
大
寺
日
お』
（
江
戸
時
代）
等
に
頻
出
す
る 。

J.P. 

而
胸
三
寸
二
分

(5）十1) (3) (2) 
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